
岡山市小規模工事取扱規程  

平成１５年１２月２６日  

市 訓 令 甲 第 ７ ３ 号 

岡山市小規模工事取扱要領（平成４年市訓令甲第２０号）の全部を改正する。  

（目的）  

第１条 この訓令は，本市が発注する小規模な工事について，契約の締結，契約の履

行の確保等の手続について定め，契約事務の執行を適正に行うとともに，市民福祉

の向上のため迅速に対応することを目的とする。  

（小規模工事）  

第２条 この訓令において「小規模工事」とは，設計金額が２５０万円を超えない工

事であって，随意契約の方法により契約を締結するものをいう。ただし，次の各号

に掲げるものを除く。  

（１）一定期間継続する契約であって，単価による契約が可能な工事  

（２）現に契約履行中の工事に直接関連する工事であって，現に履行中の契約者に

履行させようとするもの  

（３）契約変更後の請負金額が２５０万円を超えるおそれがある工事  

（小規模工事審査委員会）  

第３条 小規模工事の請負契約について，その事務の執行を審査するため，各局室及

び各区ごとに各局室長又は各区長を長とする小規模工事審査委員会（以下「審査委

員会」という。）を置く。  

２ 審査委員会は，小規模工事に関し，次の各号に掲げる事項について審査する。  

（１）工事施行の必要性  

（２）契約締結手続の妥当性  

（３）業者選定の是非  

（４）その他小規模工事の適正な執行のため，審査委員会が必要と認める事項  

３ 第１項の規定にかかわらず，各局室長又は各区長が必要と認めた場合は，部長（岡

山市事務決裁規程（平成４年市訓令甲第４号）第３条第９号に定める部長をいう。）

を長とする審査委員会を置き，前項各号に掲げる事項について審査させることがで



きる。  

４ 審査委員会の組織，運営その他について必要な事項は，市長が別に定める。  

（執行伺等）  

第４条 小規模工事の施行に当たっては，職員が工事予定箇所を確認し，及び写真撮

影を行い，現地の状況を把握した上で，工事施行の要否について検討を行うものと

する。  

２ 前項の調査検討を行った職員は，調査結果を小規模工事調査票（様式第１号。以

下「調査票」という。）に記録するものとする。  

３ 小規模工事の施行に関し，要望等の働きかけを受けた場合は，経過及び処理結果

を調査票に記録するものとする。  

４ 第１項の調査結果に基づき作成した設計図書及び前２項の規定に基づき作成し

た調査票を添付し，執行伺兼契約方法伺により，課長の決裁を受けるものとする。 

（許容価格の決定）  

第５条 課長は，岡山市契約規則（平成元年市規則第６３号。以下「規則」という。）第

２３条ただし書の規定にかかわらず，小規模工事については，許容価格（地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第３項に規定する予定価格のことをいう。

以下同じ。）を記載した書面を作成するものとする。  

（見積者の選定）  

第６条 見積書の提出を依頼する者を選定する基準は，市長が別に定める。  

２ 課長は，前項の規定により定められた基準に基づいて，見積書の提出を依頼する

者を原則として３人以上選定する。  

（施行の審査）  

第７条 課長は，第４条第４項の決裁後，第３条第２項各号に掲げる事項について審

査委員会での審査を受けるものとする。  

２ 審査委員会の議事の概要及び結果は，小規模工事審査委員会会議録（様式第３号）

に記録するものとする。  

（見積書の徴取）  

第８条 課長は，前条の審査の結果，小規模工事の施行について審査委員会の承認を



受けたときは，選定された業者に見積書の提出を依頼するものとする。  

（許容価格の公表）  

第９条 許容価格は，次項に定める場合を除き，見積書の提出を依頼するときに公表

するものとする。  

２ 規則第２４条第２項の規定に基づき，１人の者に見積書の提出を依頼する場合に

おいては，前項の許容価格は秘密とし，公表しない。  

（請負業者の決定）  

第１０条 契約の相手方の決定は，原則として，岡山県電子入札共同利用推進協議会

が運営する岡山県電子入札共同利用システムを使用して行う見積合わせによって

行うものとする。ただし，特別な理由があると認められる場合は，この限りでない。  

２ 見積合わせの手続については，市長が別に定める。  

（契約の締結）  

第１１条 小規模工事の契約は，小規模工事請負契約書（様式第４号。以下「契約書」

という。）及び別に定める小規模工事請負契約約款（以下「約款」という。）によ

り，締結する。  

（委任又は下請負の禁止）  

第１２条 小規模工事は，工事の施行に際し特に必要があると課長が認めた場合を除

き，第三者に委任し，又は請け負わせることができない。  

（概算契約）  

第１３条 災害時等，生命，身体，財産に回復が困難な損害の発生するおそれがあり，

緊急に契約を締結する必要があるため，あらかじめ設計図書を作成することが困難

であって，かつ，次の各号のいずれかに該当する場合は，第４条の規定にかかわら

ず，課長の承認を受けた概略図等をもって，設計図書に代えることができる。  

（１） 陥没，路肩崩れ，舗装の損壊等で，道路の通行に支障が生じるおそれがあ

るとき。  

（２） 堤防，堤体，樋門等からの漏水，護岸の倒壊等で，施設の機能に支障が生

じるおそれがあるとき。  

（３） 水道管の破裂漏水，建築物の壁の崩落等で，施設の機能に支障が生じるお



それがあるとき。  

（４） その他施設の損壊，機能喪失等により，施設の機能に支障が生じるおそれ

があるとき。  

２ 前項の規定により，概略図等をもって契約する場合には，契約金額の上限を定め

た概算契約によるものとし，設計図書の作成が可能になったときには，速やかに設

計図書を作成し，契約金額等の契約内容を確定しなければならない。  

３ 概算契約を締結しようとする場合は，１人の者から見積書を徴取するものとする。 

４ 前項に定めるものを除くほか，第４条から第１１条までの規定（第６条第２項及び第

１０条の規定を除く。）は，概算契約の契約手続について，準用するものとする。 

（提出書類）  

第１４条 小規模工事の受注者からは，契約書及び約款に定めるもののほか，次の各

号に掲げる書類を提出させるものとする。  

（1） 小規模工事着手届（様式第５号）  

（2） 小規模工事完成通知書（様式第６号）  

（3） 着手前写真，工事写真及び完成写真  

（4） その他工事の施行に際し，必要と認められる書類  

（契約変更）  

第１５条 小規模工事の契約については，原則として，工期の延長，請負金額の増額

等の契約変更を認めない。  

２ 前項の規定にかかわらず，契約の履行に際して，やむを得ない理由があると課長

が認めたときには，工期の延長，請負金額の増額等の契約変更を行うことができる。

ただし，契約変更後の請負金額が２５０万円を超えることはできない。  

３ 契約変更後の請負金額が２５０万円を超えるおそれがあるときは，当該工事を打

ち切るものとする。  

４ 前２項の規定に基づき，契約を変更し，又は工事を打ち切った場合は，速やかに

審査委員会に報告するものとする。  

（変更の施行）  

第１６条 第４条の規定は，小規模工事の変更の施行について準用する。この場合に



おいて，第４条第４項中「執行伺兼契約方法伺」とあるのは「変更執行伺」と読み

替えるものとする。  

（検査）  

第１７条 小規模工事に係る検査の正確かつ適正な処理を図るため，各課に小規模工

事検査員（以下「検査員」という。）を置く。  

２ 検査員は，主任相当職以上の職員の中から所属課長（以下「工事検査担当課長」

という。）が指名する。  

３ 検査は，市長が別に定めるところにより，原則として工事を担当する課以外の課

の検査員が行うものとする。  

４ 検査員は，前項の規定により，検査を行った場合は，小規模工事検査報告書によ

って，工事検査担当課長に報告するものとする。  

（契約情報の公表）  

第１８条 小規模工事に係る契約情報について，市長が別に定めるところにより，公

表するものとする。 

附 則  

１ この訓令は，平成１６年１月１日から施行する。  

２ この訓令による改正後の岡山市小規模工事取扱規程の規定は，この訓令の施行の

日以後の発注に係る契約から適用し，同日前の発注に係る契約については，なお従

前の例による。  

３ 岡山市御津支所及び岡山市灘崎支所の所管区域内における小規模工事のうち，平

成１８年６月３０日までに発注されるものについては，この訓令の規定にかかわら

ず，それぞれ編入前の御津町財務規則（平成８年御津町規則第１１号）及び編入前

の御津町工事執行規則（平成１０年御津町規則第１４号）並びに編入前の灘崎町財

務規則（昭和５５年灘崎町規則第４号）及び編入前の灘崎町工事執行規則（昭和６

１年灘崎町規則第１号）の例による。  

附 則（平成１７年市訓令甲第９号）  

この訓令は，平成１７年３月２２日から施行する。  

附 則（平成１８年市訓令甲第４９号）  



この訓令は，公布の日から施行する。  

附 則（平成１８年市訓令甲第１１８号）  

この訓令は，公布の日から施行する。  

附 則（平成２１年市訓令甲第４７号）  

１ この訓令は，平成２１年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。  

２ 改正後の岡山市小規模工事取扱規程の規定は，施行日以後の通知に係る契約から

適用し，同日前の通知に係る契約については，なお従前の例による。  

附 則（平成２２年市訓令甲第１４号）  

１ この訓令は，平成２２年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。  

２ 改正後の岡山市小規模工事取扱規程の規定は，施行日以後の締結に係る契約から

適用し，施行日前の締結に係る契約については，なお従前の例による。 

附 則（平成２３年市訓令甲第２５号）  

１ この訓令は，平成２３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。  

２ 改正前の岡山市小規模工事取扱規程に定める様式による用紙は，当分の間，所要

の調整をして使用することができる。  

附 則（平成２４年市訓令甲第１５号）  

この訓令は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年市訓令甲第２９号） 

この訓令は，平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年市訓令甲第３８号） 

この訓令は，平成３０年４月１日から施行する。  

附 則（令和２年市訓令甲第３２号） 

１ この訓令は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の様式第４号の規定は，この訓令の施行の日以後の締結に係る契約から適

用し，同日前の締結に係る契約については，なお従前の例による。 

附 則（令和３年市訓令甲第５号） 

 この訓令は，令和３年４月１日から施行する。  

附 則（令和４年市訓令甲第２９号） 



 （施行期日） 

１ この訓令は，令和５年１月１日から施行する。  

 （経過措置） 

２ この訓令による改正後の第１０条の規定は，この訓令の施行の日以後に見積書の提出

を依頼する小規模工事から適用し，同日前に見積書の提出を依頼する小規模工事につい

ては，なお従前の例による。



様式第１号（第４条関係）  

小 規 模 工 事 調 査 票 作 成 日      年     月     日  

作 成 者  

 工事名(仮称)  

工事予定場所 岡山市  

現 場 状 況 

( 概 略 図 ) 
写真添付  裏面・別添  

 

 

要望等の有無 有  ・  無  (有の場合は下欄に記入のこと) 

誰から  

(団体名,氏名等) 

 

 

どのような内容で   

 

施 行 の 要 否 要  ・  否 

理由及び処理結果   

  

 



様式第２号 削除  

 



様式第３号（第７条関係）  

（局・室）小規模工事審査委員会会議録  

１ 開催日時      年   月   日   時   分～  

２ 開催場所 

３ 議 題  別紙（小規模工事調査票及び執行伺兼契約方法伺書）のとおり  

４ 出 席 者 (出欠欄には○・×を記入のこと) 

  職     名  氏       名  内 線  出 欠  備 考  

委員長       

委 員       

委 員       

委 員       

委 員       

委 員       

委 員       

委 員       

委 員       

５ 審査結果 (適否欄には○・×を記入のこと) 

  審 査 事 項 適否  備 考 

１  施行の必要性    

２  配当予算残額の確認    

３  契約締結手続の妥当性    

４  業者選定の是非    

５  設計変更の確認    

６  検査を行う課(右欄に課名を記入のこと) 課  

７  その他   

  



様式第４号（第１１条関係） 

小 規 模 工 事 請 負 契 約 書 

発注者と受注者とは,次に掲げる工事について,各々の対等な立場における合意に基づいて,次の条

項及び岡山市小規模工事請負契約約款（    年  月  日最新改正。以下「約款」という。）

によって公正な請負契約を締結し,信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

１ 工 事 名 

２ 工 事 場 所 

３ 工 期        年  月  日 から 

     年  月  日 まで 

４ 請 負 代 金 額       円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額             円） 

５ 契 約 保 証 金 

６ 前払金の有無   なし 

７ 契約不適合責任期間              年 

８ 特 記 事 項  (1) この契約においては,約款第  条,第  条,第  条及び第  条

第  項を削る。 

(2) 約款の各規定に基づいて請負代金額の変更を行う場合の変更後の請負

代金額は，２５０万円を超えることができない｡ 

本契約の証として本書２通を作成し,当事者記名押印のうえ,各自１通を保有する。 

    年  月  日 

発注者    岡山市北区大供一丁目１番１号 

岡山市 

岡山市長                     印 

 

受注者   住 所 

氏 名              印 



様式第５号（第１４条関係） 

 課 長 課 長代 理 課 長補 佐 係 長 課 員 担当者 

      

 

小 規 模 工 事 着 手 届 

 

１ 工 事 名 

 

２ 工 事 場 所 岡山市 

 

３ 工    期                年     月     日から 

年     月     日まで 

 

４ 請 負 代 金 額                 円 

 

５ 契 約 年 月 日           年       月       日 

 

上記工事は,       年   月   日着手しましたからお届けします。 

 

                                                       年   月   日  

 

 岡 山 市 長  様 

 

                   受注者    住  所 

                                 氏  名                             



 

様式第６号（第１４条関係） 

小 規 模 工 事 

  完 成 通 知 書 

課 長 課 長代 理 課 長補 佐 係 長 課 員 担当者  

      

 １ 工 事 名  

２ 工 事 場 所 岡山市 

３ 工 期 
          年     月     日から 

          年     月     日まで 

４ 請負代金額                                        円 

５ 契約年月日       年     月     日 

上記工事は，    年   月   日完成しましたから通知します。 

なお，工事完成検査に合格したときは，直ちに工事目的物を引き渡しします。 

                                     年   月   日 

岡 山 市 長  様 

                       受注者 住   所 

                             氏   名                           

※受注者は本欄のみ記入してください。 

小 規 模 工 事 検 査 依 頼 書 

                                                         年  月  日   

                          様 

                                                                 課 長 

                                  （監督員職氏名                     ） 

上記工事について, 完成を確認しましたので,別紙のとおり関係書類を添えて検査の執

行を依頼します。 

（小規模工事完成通知書受理      年   月   日 ） 


